
Ｄ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
と
し
て

観
て
、
聴
い
て
、
感
心
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
※
取

材
し
て
い
な
い
行
事
に
つ
い
て
は
ご
め
ん
な
さ
い
。

八
森
小
学
校
「
学
習
発
表
会
」

９
月
３
０
日
開
催
さ
れ
た
学
習
発
表
会

の
テ
ー
マ
は
『
１
０
年
分
の
絆

そ
し
て

明
日
へ

心
を
一
つ
に

最
高
の
舞
台
へ
』
。

子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
声
で
堂
々
と
発

表
し
て
い
ま
し
た
。
約
２
週
間
前
に
こ
こ

で
上
演
さ
れ
た
県
青
少
年
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル

劇
場
『
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
の
大
冒
険
』
の
よ

う
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
流
行
語
、
ノ
リ
ノ

リ
の
ダ
ン
ス
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
、

大
人
で
も
と
て
も
楽
し
め
る
内
容
で
し
た
。

最
後
の
全
校
合
唱
は
地
域
を
元
気
に
す
る

ビ
タ
ミ
ン
剤
と
し
て
効
い
て
き
ま
す
。

峰
浜
小
学
校
「
学
習
発
表
会
」

１
０
月
１
４
日
、
『
声
と
心
合
わ
せ

な
か
よ
し
ス
マ
イ
ル

み
ん
な
が
主
役
！
』
を
テ
ー
マ
に
学
習

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
学
年
ご
と
工
夫
さ
れ
た
出
し
も
の
に

感
心
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
石
川
郷
土
芸

能
を
習
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
花
を
添

え
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
１
１
名
、
男
子

１
２
名
が
そ
れ
ぞ
れ
奴
踊
り
、
駒
踊
り
を

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
郷
土
芸
能
の
残
っ

て
い
る
学
校
っ
て
い
い
で
す
ね
。
全
校
合

唱
で
の
子
ど
も
た
ち
声
と
笑
顔
は
地
域
の

カ
ン
フ
ル
剤
で
す
。

６
年
生
の
発
表
で
『
理
想
の
大
人
ベ
ス

ト
１
０
』
が
あ
っ
て
、
読
み
上
げ
ら
れ
た

た
び
に
「
ド
キ
ッ
」
と
し
ま
し
た
。
大
人

は
子
ど
も
た
ち
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
よ
。
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八
峰
コ
ミ
ス
ク
通
信

※コミスクは「コミュニティ・スクール」の略です。ブログは『あきた白神からのCSレター』https://blog.goo.ne.jp/gakkou772816

Ｄ
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
見
聞
録
６

保護者のみなさん、子どものインターネットやスマホ利用に向き合っていますか！

（県インターネットセーフティ「地域サポーター養成講座」全４回より抜粋）

インターネットにアップされたものは容易に削除できないし、ネット上で悪事を企む者を見分ける

のは子どもには困難です。また、子どものスマホ習慣を直すのも難しいです。ネットやゲームの

依存症になった場合は専門家の治療が必要になります。

○機種は保護者所有が原則。子どもに預けっぱなしではいけません。
○機種やアプリでの制限指定を活用しましょう。
○保護者が見えないところでは使わせないこと。
○やってる内容よりも使用する時間に重点を。
○就寝前のゲーム等は睡眠障害の原因となります。頭のクールダウン時間を取
らせましょう。

○大人が率先して見本を示しましょう。（難しいけど）
◎ネットトラブルや依存症等のために公的な各種相談窓口が設けられています。

１
０
月
１
７
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

委
員
の
第
３
回
研
修
会
「
八
峰
中
学
校
の
授
業
参

観
」
に
８
名
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

明
る
い
教
室
、
更
新
さ
れ
た
ビ
カ
ビ
カ
の
電
子

黒
板
、
グ
ル
ー
プ
学
習
、
柔
道
授
業
の
様
子
な
ど

を
見
て
回
り
ま
し
た
。
委
員
の
中
に
は
、
授
業
に

引
き
込
ま
れ
て
真
剣
に
聞
き
入
る
方
も
い
ま
し
た
。

委
員
の
ひ
と
り
い
わ
く
「
お
ら
だ
じ
の
時
も
こ

う
だ
ば
、
も
っ
と
勉
強
で
ぎ
で
あ
た
じ
ー
な
ー
」
。

う
ー
ん
、
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

中
学
校
の
授
業
参
観

八峰町コミュニティ・スクールは『将来の八峰町を支える人材の育成』と『持続可能な地域づくりの推進』を目指します


